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新年あけましておめでとうございます。 

新しい年を迎え、皆様のご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げます。  

 

私ども旅客船業界は、近年の人口減少、少子高齢化の進展等による輸送量

の伸び悩む中、新型コロナの感染拡大に伴う緊急事態宣言下においても、エ

ッセンシャルサービスとしてサービス提供を維持してきた一方、外出自粛要

請や訪日外国人を含む観光客の激減等により、経営破綻に至る事業者も出る

など、過去に経験の無い極めて厳しい経営環境に直面しております。 

 

雇用調整助成金の特例措置や補正予算による各種財政措置並びに港湾使

用料の減免等、各種支援措置を実施していただいているところですが、今後

も需要が急速に回復する目途は立っておらず、引き続き旅客船に係る各種支

援要望を行ってまいる所存です。 

 

また、新型コロナの感染拡大では、旅客船事業の中でも観光船事業が大き

な打撃を受けました。国においては、新型コロナで急減した観光需要を喚起

するために Go To トラベル事業をはじめとする諸施策を講じていただいて

いるところであり、現在、一時停止となっているところではありますが、当

協会としても、安全・安心を確保した上での Go To トラベル事業の実施と期

間の延長を働きかけるとともに、Go To トラベル事業の対象となっている夜

行フェリーや地域共通クーポンを通じての旅客船事業における観光需要の

回復に取り組むほか、当協会公認事業であります「御船印めぐりプロジェク

ト」を通じ、旅客船のさらなる利用促進に取り組んでまいります。  

 

なお、旅客船事業の実施に係る新型コロナの感染予防対策につきまして

は、「旅客船事業における新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン」

を昨年５月に策定し、公表したところであり、今後とも、乗客の安全・安心

の確保に向け、旅客船業界一丸となって感染予防対策を講じてまいります。 



 

 

このような中、昨年末には、令和２年度第３次補正予算案、令和３年度当

初予算案において、収支の改善を図ろうとする事業者への支援のための補助

金やコロナの影響を受けた補助航路への追加支援も含めた離島航路に対す

る補助金について所要の額が計上されたほか、税制面でも、重要案件である

「船舶の特別償却制度」及び「軽油引取税に係る特例措置」の延長要望につ

いて、厳しい状況ではありましたが、年末の税制改正大綱においてその延長

が認められました。これもひとえに、関係各位による御理解と御支援の賜物

であり、お力添えをいただきました皆様に心より感謝申し上げる次第です。 

 

ＳＯｘ規制強化につきましては、規制開始後１年が経過し、これまでのと

ころ特段の運航上の支障は聞いておりませんが、引き続き、円滑な実施が確

保されるよう、海事局と連携してまいりたいと考えております。  

 

船員関係につきましては、昨年８月、交通政策審議会海事分科会船員部会

において、船員の働き方改革の実現に向けた方向性がとりまとめられました。

今後、国で検討されることとなる具体的な制度設計については、現場の実態

が十分反映されたものとなるよう、取り組んでまいります。 

 

最後に、安全運航の確保は、当業界にとって最大かつ最重要の使命であり

ます。今後も、旅客船の事故ゼロを目指し、旅客船業界一丸となって積極的

に安全対策に取り組んでまいります。 

  

以上、国内旅客船事業の現状と展望について述べさせていただきました

が、まずは新型コロナの一日も早い収束を願い、収束後の旅客船事業の活性

化に取り組むとともに、最大の使命である輸送の安全・安心の確保に努め、

公共交通機関としての役割をしっかりと果してまいる所存ですので、関係各

位におかれましては引き続きご指導いただきますよう、よろしくお願い申し

上げます。 

 


